
様式第６号(第１７条関係）

( ３-  １)

開　会

閉　会

出

席

者

開 催 場 所 庄和地区公民館　2階　多目的室

議長(会長等)氏名 小保方　敏美

委員氏名

(出席人数：7人)

小保方　敏美、田口　真喜夫、作山　康、

石原　保、小島　惠子、佐藤　直子、酒巻　由紀子

会　議　録

会議の名称 令和2年度第2回春日部市下水道事業審議会

開 催 日 時 令和3年2月4日( 木 )
午前10時00分

午前11時00分

説 明 者
そ の 他

(出席人数：1人)

下水道課下水道管理・施設担当主幹　松本　正彦

事 務 局

(出席人数：9人)

建設部長　会田和彦、建設部参事兼下水道課長　新井義宣

経理担当課長　染谷利夫、河川課長　浜村三博、下水道業務・経理担当主幹　金澤正人

下水道管理・施設担当主幹　松本正彦、河川維持担当主幹　小倉一司

下水道業務・経理担当主査　古郡大輔、下水道管理・施設担当主査　鈴木輝由

配 布 資 料

①第2回春日部市下水道事業審議会次第

②資料1･市民意見提出手続実施結果

③春日部市公共下水道ストックマネジメント基本計画について
　(答申)(案)

会議録の作成方法

□　録音テープ等を使用した全文記録

■　録音テープ等を使用した要点記録

□　要点記録

次第及び公開・一
部公開・非公開の

区分

（報告事項）報告第１号
　　市民意見提出手続実施結果について(公開）
（諮問事項）議案第１号（継続審議）
　　春日部市公共下水道ストックマネジメント基本計画（案）
　　について(公開）

一部公開・非公開
の場合はその理由

□  要綱第３条第１号該当：

□  要綱第３条第２号該当：

□  要綱第３条第３号該当：

□  要綱第３条第４号該当：

会議録署名の指定
　議長の指名により、石原　保 委員に決定する。



( ３-  ２)

　・審議会の成立報告

　　　出席委員7名（1名欠席）、春日部市下水道事業審議会条例第６条

　　第２項の規定による定足数に達しており、当審議会が成立している

発　言　者 発言内容　・　決定事項

事務局 １．開会

　　により、会長が議長となる。）

議長 ３．議事録署名人の選出

　　　議事録の署名人については、議長の指名としてよいか。

　　ことを報告。

会長 ２．会長あいさつ

　　（あいさつ後、春日部市下水道事業審議会条例第５条第２項の規定

　　　本日の議題については、非公開事項が含まれていないため、審議

　　事項については全て公開と決定したことを報告。

　　　傍聴人なしの報告。

委員 　　―異議なしの声―

議長 　　　議事録の署名に石原委員を指名。

議長 ４．会議の公開

議長 ６．議事

　・議案第1号「春日部市公共下水道ストックマネジメント基本計画

　　（案）」について（継続審議）

議長 ５．報告

　・報告第1号「市民意見提出手続実施結果」について

事務局 　　―資料に基づき説明―

　　　について

　[質疑応答]　　

委員 　今後、実施計画を策定して進めていくことになると思うが、年間の

事務局 　　―資料に基づき説明―

　・主な説明内容

　　「春日部市公共下水道ストックマネジメント基本計画（案）」

前倒ししたり、可能な範囲で後ろにずらすなどの調整をしながら計画を

進めていく。また、事業費の半分は国費、残りは公営企業債で賄ってい

く考えである。

事業費について賄っていくことは可能か。

事務局 　実施計画では、今回の基本計画で設定した事業費を基準に改築事業等

を行うことを原則とするが、事業費を平準化するために、改築事業等を



( ３-  ３)

な事項や考え方について、妥当であると賛同される方は挙手して頂きた

い。

委員 　　―全員挙手―

発　言　者 発言内容　・　決定事項

議長 　他に質問等が無いようであれば、答申について諮りたい。議案第１号

「春日部市公共下水道ストックマネジメント基本計画（案）」の基本的

事務局 　　―休憩後　答申文（案）配布・読み上げ―

議長 　この答申文の内容で良いか。

議長 　過半数を超えたため、妥当であると決し、本日付けで市長あて答申す

る。ここで一旦休憩時間とし、その間に事務局で答申文の案を作成して

休憩後に配布してもらい、内容の確認を行いたいと思う。

事務局 ７.その他

　・建設部長あいさつ

事務局 ８.閉会

委員 　　―異議なしの声―

議長 　異議なしのため、原案を承認して市長あて答申する。

　以上で本日の議事は終了とする。

　・閉会宣言

　―散会―

　議事の顛末・概要を記載し、その相違なきことを証するためここに署名する。

　　　令和３年３月４日

署名者の職・氏名 委員　　　石原　保（原書は自署）


